
５月２４日（水）全労連・東京地評争議支

援総行動が、４コースの１８争議で取り組ま

れ、メイン行動は「日本ＩＢＭ本社」と「東

電パワーグリッド」で、電機争議はＣコース

の三菱電機本社でした。

三菱電機本社前宣伝は、７時４５分から９

時迄に電機・情報ユニオンと電機懇ノボリを掲げ

三菱電機の「派遣切り・パワハラ」争議ビラを９

人が参加し１１８枚を手渡せました。

三菱電機本社前行動では９時３

０分から５０人が参集し、司会を

愛知支部成木委員長が行ない、主

催者あいさつは、竹下全労連事務

局次長 が、明らかになっ

た三菱電機の長期間の不正検査を糾弾し「リーマ

ンショック時の派遣切り・パワハラ」争議などの

解決を求める。と強調されました。

連帯あいさつで米田 委員長

は、人権を守った企業へと

少しずつ動き始めており、本社の

女性が監禁部屋に入れられていた

事件もこの２月に円満解決ができ、

争議総行動の要請団を本社内会議室で応対してお

り、派遣切りされた田中さんに謝罪することを本

社に迫りたい、引き続き国際労働基準で追求する

と訴えました。連帯あいさつで愛労連元議長の知

崎顧問が「田中さんは職場内で違法な有機溶剤の

業務をさせられ、２００９年１２月には物のよう

に切られた。社長は人格と人権を尊重せよ」と訴

えました。三菱電機派遣切り勝たせる会本田事務

局長が解決する迄頑張る決意を表明し シュプレヒ

コーラーを熊谷同会の役員が行いました。

三菱電機本

社には、１０

時竹下全労連

事務局次長を

先頭に６人の

要請団が入り、

続いて１３時

からは、電機・

情報ユニオン

が本社と交渉

しました。
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